






































1.この 2年間(1995 年以降)の住民へのサービス活動

　　　　　　　　　　　　               　女性センター     保健所

1.(活動に)取り組んでいる                     31.6%        46.1%

2.今はしていないがこれから取り組みたい　　　　9.1　　　　　9.6

3.していない　　　　　　　　　　　　　　　　 59.2　　　　 44.3

　この 2年間、サービス活動をしたのは、女性センター 31.6%、保健所 46.1%。

　女性の生涯にわたる健康問題への、国の取り組みが始まったのは、ごく最近である。3

割強の女性センターで、何らかの取り組みをしているということは、いかにこの問題に敏

感であるかの反映である。さらに保健所においては、約半数が実施しており、小児から高

齢者までの多様な事業を抱えながら、更年期問題もまた重要課題と認識されている。女性

センターでも保健所でも、地域の中高年女性の、心身の健康への取り組みは活発である。

「今はしていないがこれから取り組みたい」という将来の予定についても、双方ともに 1

割近くあり、ここにも関心の程度の高さが伺える。


